
《 進路保護者会ありがとうございました 》  

先日、第１回進路保護者会を行いました。進路選択のポイントや、公立私立高校につい

て、学校説明会や体験入学について、説明をさせていただきました。今後、不明なこと等

がございましたら、電話でも来校の折でも構いませんので、お気軽にお声掛けください。    

進路保護者会の中で使用した保護者会資料、質問相談用紙については、学校 HP に掲載

しますので、ご覧ください。 

《 個人成績記録票について 》  
受験をする際に必ず提出するものとして、願書の他に調査書という書類があります。この調査

書は皆さんが中学校３年間をどのように生活してきたかを表す書類となります。その調査書を作

成するために、必要な情報（特別活動の記録、資格や受賞記録、部活動の記録等）を確認したい

と思います。各学年の通知表の記載を確認し、訂正がある場合は、赤で直接記入後、

面談時に必ず提出してください。以下の注意点をよく読んで、確認しましょう。 

また今後、受賞や資格などの追加・変更があった場合、その都度、変更・追加していきますので、

現時点での記録を記入してください。 

【氏名について】 

戸籍に載っている字が願書・調査書の字体になります。それぞれの字が異なると、願書を受け

取ってもらえませんので気を付けましょう。 

【欠席については】 

１・２年次の情報が記入されています。 

【特別活動の記録について】 

・学級 ⇒１・２年の欄は該当学年を確認しましょう。(例)「教科係（１・２年）」 

・委員会 ⇒学級代表委員会、学習委員会、生活委員会などを確認しましょう。 

※学年委員長、全校委員長を務めた人はそれも確認してください。 

(例)「学習委員会（１～３年）全校委員長（２・３年）学年委員長（１年）」 

・行事 ⇒体育祭、合唱コンクール、卒業式等において行った役割を確認してください。 

・部活 ⇒部長、副部長等の役職も確認してください。 

(例)「サッカー部（１～３年）」、「美術部（１年）→野球部（２・３年）」 

※大会名は正式名（賞状を参考に）で書かれているか確認してください。 

ただし、第○回や男子女子、○○の部等の記述は省略可 

・その他 ⇒校内や校外でやっている(た)活動で、定期的に行っている活動があれば

書き加えてください。 

(例)「さくら祭り清掃(演奏)ボランティア(１年)」、「○○野球クラブ所属」 
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※ 調査書は各項目で枠の大きさが決まっており、特別活動等すべてを調査書に載

せることが難しい場合があります。その際は、優先順位を聞く場合がありますの

で、承知しておいてください。 

※ 外部でとった表彰や検定等は、確認のため、賞状のコピー１部を提出してください。 

「個人成績記録票」を訂正する上での具体例 

① 行事関係 

・校外行事 

 

⇒ 修学旅行実行委員、宿泊研修実行委員、校外学習実行委員、など 

・体育祭 ⇒ 体育祭実行委員、体育祭ダンスリーダー、体育祭演武リーダー、体育祭応援

団、体育祭色別対抗リレー選手、応援団、など 

 

・合唱コンク

ール 

⇒ 合唱コンクール学年指揮者、合唱コンクール学級指揮者、合唱コンクール学

年伴奏者、合唱コンクール学級伴奏者、合唱コンクール学級紹介ナレータ

ー、 など 

・予餞会  予餞会実行委員、予餞会伴奏者、予餞会指揮者、など 

 

 ② その他 

・校内ボランティア、校外ボランティア、NPO法人ボランティア 

・夏のボランティア体験講座 Let’s!体験 20２６参加 

 ③ 部活動の記録 

千葉県総合体育大会松戸市予選第〇位（県大会出場） 

千葉県中学校〇〇選手権大会優勝（関東大会出場）、千葉県吹奏楽コンクール 金賞 

千葉県中学校新人大会松戸市予選準優勝 

 ④ 資格 

実用英語技能検定〇級、日本漢字能力検定〇級、書道〇段、硬筆〇段、剣道〇段、語彙読解力検定

〇級、日本珠算連盟珠算検定試験〇級、日本数学能力検定〇級、日本水泳連盟泳力検定〇級、合

気道〇級、珠算能力検定〇級 

※外部で取得した資格については、必ず賞状等のコピーを１部提出してください。 

 ⑤ 受賞 

松戸市小中学校造形展奨励賞、松戸市小中学校理科作品展努力賞、矢切の里文化祭第〇回初

恋短歌秀作、千葉県小中高書き初め展覧会書星会賞、松戸市小中学校児童生徒書道作品展佳

作、松戸市小中学校書き初め展覧会佳作、千葉県小中高校席書大会金賞、「税の標語」銅賞 

とても重要なポイントになります。通知表や賞状を見て、確認してください。 


